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され, さらに細分が示されるなど, その実態が明らかにされて, 現在に




































































ではなく , 地点ごとに違う様相を見て取ることができる。 II, m期の資料
は東北南部いったいに広がりをみせる。 従来塩釜式の範時で理解されて
いた土器群に相当する。この時期にはII期の会津盆地の資料を除いて,前







I期は2段階, II期は2段階, m期は 4段階に細分される。細分の基準
は器種あるいは器形の消長, 変化などである。 ただし, 第1,2表に示す
ごとく,十分な資料がないため,細分を保留した地域がある。
(4 )  土器の変遷
以下主要な器種あるいは器形の変通をもとに土器群の変通の概要を述
べたい。本稿では I期からII-1期まで強い北陸色を保つ, 会津盆地, 置
賜盆地を代表して会津盆地の様相を説明する。











脚部が八の字状に開き, 受部は浅く, 底部が水平で, ロ縁が外反しな
がらのび, 口縁部にいたるものである。貫通孔のある第1図の例(B1)で
は, ロ縁部外側に面を作り, 端部をやや上につまみ上げている。 脚部に
は 4方向の円孔が穿たれている。受部内面及び外面は朱彩で, 丁寧にへ
ラ ミ ガ キ さ れ て い る。貢通孔のない B2も存在する。 I-1期に多い。
器台 C
受部が深く, 受部の底都が水平で, 屈曲して ロ縁部が立ち上がり, 外
傾して外上方に中程までのび, さらに屈曲して外領または外反して口緑
部にいたる。 ロ縁部外側には面をっく り ,  ロ縁端部は軽く っまみ上げら
れる。受部の下半に 3ないし4方向の円孔が穿たれる。内外面ともにハ
A
第 l 図  器台分類図(l/6)
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と な さ な い も の ( B 2 ) が あ る。





























































お さ め る。 体部は丸みをもっ。
認F
「く」の字ロ縁の中型の發である。 口縁部は単調に外反し, 口緑端部は
丸 く ぉ さ め る。 口縁端部に刻みがある資料も知られている。
整G

















































第 5 図  理 分 類 図 ( 2 ) ( l / 6 )
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外反する ロ縁部で ロ縁端部に面をっく り , 倒卵形の体部をもっ要,であ
る。 体部最大径は上半にある。 底都は平底で比較的小さい。 体部外面は
ハ ケ メ で調整される。
認L
ロ縁部が体部から屈曲して外價または外反し, ロ縁端部に面をもっも
のである。 ロ縁端部の下端をっまみだすもの (L1) と上端をっまみだす














丸みをもっ。 口縁部は直立しており, 東海地方のB類(赤塚 1990)に
近いが, 体部のハ ケ メ の手順等には明確な違いがある。
認P
「く」の字ロ縁の台付認である。ロ縁部は外傾し, 端部は丸くぉさまる。



















の器台である。 法量, 形態の一致から貫通孔のないもの(B2) も器台に
含めた。器台Bの出自はあきらかではないが,坂井, 川村両氏が指摘す
る よ う に ( 坂 井・川村l993), 類似の資料が能登に近い宿東山遺跡の月影
式併行期の資料中(北野博司他1987)に知られており, これらの系譜に
つながる可能性がある。 I-l期に特徴的な器台である。
器台 C は, Aの器台外縁部の省略された形と見られる。類例は石川県
金沢市古府クルビ遺跡(谷内尾晋司l983), 鹿島町水白モンショ遺跡(山
本直人他1989)など加資, 能登両地域で知られている。 II -2期にあるが,
その以前にもある可能性が強い。
器台 D はいわゆる小型器台である。貫通孔の形態, 透孔の有無等, 各
要素に違いが認められるが, 細分は今後の検討課題である。 定型化した
小型器台は I-2期に確認されている。 II期以降に存続するものであるが,




















思われる。外面をへ ラミガキで丁寧に調整する精製品である。 I-l 期 に あ
り,  I-2期までは確実に存続する。
重 B は Aと同様の精製の重であるが,その系譜,存続期間ともに明確
ではない。現在のところ I-1期にのみ知られている。








重Cの系譜は明らかではない。第 6 図 l , 2 に示した ロ縁部と体部の境










1.明ln3号日ia基 2.中西2号住居ll・ 3.明l l2号因ia基
4.5.富東1号日構基6. 男m号国構基



















認 B は有段ロ緑の理で, ロ縁部外面に擬凹線のあるB1は比較的少な
く ,擬凹線のない B2 は一般的で, ロ縁部が外傾する傾向がある。北陸の
月影式に通有の理である。 I-1期から I-2期にかけて出土している。
整C,D,E,F,H は ロ縁部が外反または外價する理である。 ロ縁端部に
やや不明瞭な面を構成するものもある。 これらの系譜, 存続期間, 変化
などは今後の間題である。





要, (田0島 1986)の範時に属するものである。中でも J,K は比較的多く
出土する。 これらの変遷の概略については第7図に示した。




理 J,K は北陸北東部に一般的に見られる能登形整である。襲 Jの古い
段階のものは肩のはりが弱いが, I-2期には第7図5のように明確に肩
がはるものが現れる。 現状では I I-1期にくだるものは確認できていな
い。整K は外反するやや長い ロ緑部と倒卵形の肩のはる体部を特徴とす
るもので,I-2期からII -1期に存在する。 I-2期のものは石川県徳前 C通
跡第二次74̃76 ライン構状遺構などで大勢を占めるものと頸部のしま
り , 全 体 の ブ ロ ポ ー シ ョ ン等の特徴が良く 一致している。認KのII -1 期
に降るものの体部はやや球,ll同化する。認 J,Kの変化の方向は小田木氏の
指摘する北陸北東部における「く J字ロ縁認のそれと良く 一致している。
変 N は頸部のしまりがゆるい点に特徴がある。全 体 の ブ ロ ポ ー シ ョ ン
も含めて, 新潟県緒立遺跡2号住居跡出土資料(金子拓男他 l 983 )に
類例がある。 緒立遺跡2号住居跡出土資料は坂井秀弥, 川村浩司両氏が
越後の編年でIl -3期の標準資料としており, (坂井・川村l993 )認Nも
同時期と考えられる。
認 0 は東海系S字口縁の台付認である。ロ縁部は直立し, やや古い要












8.9.中西5 ・号 fiil‘';- 的;・




変 R  は中西通跡5号住居跡から出土したものである。 体部外面に撚系
文がある認である。 形態及び撚系文からみて十王台系と見られる。 在地
弥生土器の最後の段階の可能性がある。 今後共伴関係も含めて検討が必













いえょ う。 一方, この時期の土器群には前代の在地の様相は余り認めら
れず, わずかに認Rが存在するにすぎない。前代の在地の土器様相につ
いては不明な点が多いが, 少 な く と も I-1期と前代とでは大きな隔たり
がある。 この点で I-l期の始まりは土器変遷の上で最も大きな画期の一












'重Cの大型, 及び中型が確認される。 I-2期の童Cは ロ緑部と体部の境
に刻みのある隆帯が巡る例があることや, 体部が肩の張る倒卵形である
ことに特徴がある。認では有段ロ縁のB1,B2が残る一方,能登形認が多
数を占める。中でもロ縁部が短く外反する認 J に頭部のしまりが強く, や
や長いロ縁が外反する理Kがくわわり,次代に引き継がれる。I-2期の認
Kの特徴は石川県徳前 C 遺跡第2次74̃76 ライン構状遺構出土資料と





型算:等が今後補充されょ う。 高杯B2 は「八」字状に開く脚部に特徴があ
る。塩釜式の範略で捉えられ, 丹羽編年I段階(丹羽1985), 田中編年 II
段階(田中1987)に相当するとの指摘(田中1993)がある。二重ロ縁重
C はロ縁部の外反が強まり,体部がやや偏平になる傾向がある。;項墓に供
献されるものは焼成前の穿孔が一般的である。 理に は I-2期からひきっ
く-認 K に頭部のしまりの弱い整Nがくわわる。認 J は確認できていな
い。長隔の價向を示す認Qの存在もこの時期の特徴である。 また, 東 海




第 8 図  会津盆地土器組年図1 ( I 期一 II -l 期 )
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た 表 ( 第 1 表 ) を 提 示 す る に と ど め, 稿を改めて近い将来に説明をくわ
えたいo
お わ り に
本稿を作成するにあたり, 会津坂下町教育委員会古川利意氏, 吉田博
行氏,和田聡氏には資料の観察にあたり格別の御高配をいただいた。北
陸地方の土器の実見にあた り,  石川県埋蔵文化財保存協会田嶋明人氏を
は じ め, 石川県立埋蔵文化財センターの諸氏に多くの御配慮と御教示を
賜 つた。東海地方の土器の実見にあたり,  愛知県埋蔵文化財センタ 一赤
塚次郎氏には懇切な御教示をいただいた。 また, 編年案の作成にあたっ
ては宮城県の古墳時代研究グループ藤沢敦氏, 古川一明氏, 小村田達也















第12図 仙台平野周辺土器編年図3 ( I I ̃ l I I期)
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一般に土器群の分類において, 機 能 に 対 応 す る と 考 え ら れ る ま と ま り に
「器種」という概念が用いられる。機能を同じくする土器群の中にもさら






































丹羽 茂 l 9 8 5 「 今 熊 野 過 跡 I 一 古 代 編 一 」 「今熊野・一本杉過跡・馬越貝塚」
宮城県文化財調査報告書第104集
田、鳴明人1986「漆町過跡出土土器の編年的考察」「iヨi町遺跡I」石川県立埋蔵文化




立博物館紀要」 第 1 号
北野博司他l987 「宿東山通跡」 石川県立埋蔵文化財センタ ー
越坂一也他l988 「竹生野過跡」 石川県立埋蔵文化財センター
辻 秀人1989「須惠器生産窯の同定について」 「考古学論幾」 II
山本直人他l989 「石川県鹿島郡鹿島町水白モンショ 過跡」 石川県立文化財セン
タ ー
赤塚次郎1990「理間通跡」 愛知県埋蔵文化財センタ 一調査報告書第l0集
吉田 t1事;行, 古川利意l991「坂下西第一地区発掘調査概報 杵ガ森古項・稲荷塚通
跡」 会津坂下町文化財調査報告密第22集
松山和彦・北野博司1991「第3章冬野通跡」「押水町冬野遺跡群」 石川県立埋蔵
文 化 財 セ ン タ ー
次山 淳1992「塩釜式土器の変選とその位置づけ」「究班」埋蔵文化財研究会15
周年記念論文集









較史研究」 第 2 号
辻 秀人1993「東北南部の古城出現期の様相」 シ ン ポ ジ ウ ム 「東日本における古
項出現過程の再検討」資料 日本考古学協会1993年度新潟大会
第8,9図出典文献
古川利意 ・ 和田 聡 ・ 高橋 和1990 f阿賀川地区遺跡発掘調査報告密 宮東過
跡・中西遺跡,男理過跡」 会津坂下町文化財調査報告書第16集
芥川和久・五十嵐るり子l989「会津坂下町出土の古式土師器(速報)」 「福島考古」
第30号
- 140
